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	分科会
	タイトル
	講師
	内容
	持ち物
	参加対象

	第1-a分科会
	「コピーで作る機関紙」
（初心者向け）
	a.水谷　一生
（エディット）
	記事の書き方や見出しのつけ方など編集の基礎と、レイアウトの基礎を学んだ上で、記事や写真を台紙に切り貼りしていく形での機関紙作成の実習を行います。

※第1-aと第1-bは、同内容です。
	20～30センチの定規、筆記用具（シャープペンシル・消しゴム）、自組織の機関紙
	機関紙作成の未経験者または経験の浅い方

	第1-b分科会
	
	b.大久保 順子
（トライ）
	
	
	

	第2-a分科会
	「企画・取材・記事講座」
	a.鹿野　和彦
（アプレコミュニケーションズ）
	機関紙とは何か、機関紙活動とは何かの基本的な事柄を学んだ上で、機関紙作りのスタートである「企画会議」から「取材」、「原稿作成」などについて、実習を行ないながら学んでいきます。

※第2-aと第2-bは、同内容です。
	筆記用具、デジタルカメラ（持っている人）、自組織の機関紙
	　

	第2-b分科会
	
	b.澤　圭一郎
（毎日新聞社会部記者）
	
	
	

	第3分科会
	「機関紙リニューアル講座」
	宮下　博（印刷センター）、
水嶋清光（仕事と暮らしの研究所）
	「機関紙のリニューアルを考えているが良いアイデアが浮かばない」「再び機関紙編集の担当になり以前とは違った紙面づくりにチャレンジしたい」など機関紙づくりの新たなアイデアを提供する講座です。
受講者には事前に自組織の機関紙をお送りいただきます。
それをもとに講師が受講者それぞれにサンプルを用意し、切り貼りなどをしながらリニューアル案を考えていきます。

※受講者には事前に自組織の機関紙を３～５号分お送りいただきます。
	普段機関紙の作成時に使用しているもの（筆記用具、定規、割付用紙など）、USBメモリー
	機関紙編集の中級者以上の方

	第4分科会
	「ビラの壷～ツボを押さえりゃ簡単ビラづくり～」
	ヨッシー・イリエ
(イラストレーター）
	ビラは「一瞬芸」。キャッチコピーや写真・イラスト・文字などのレイアウトの基礎を学んだ上で、台紙に切り貼りしながら、選挙ビラやレク呼びかけビラなどを完成させる講座です。自由な雰囲気の中、楽しい例題と楽しいトークで「1秒でも長く」手にしてもらえるようなビラづくりにあなたもチャレンジしてみては。
	筆記用具(あると思います)　　　　　定規（あると思います）　　　　　　　　自由な発想（あると思います）　　　自作のビラ（あればでいいです）
	ビラづくりは苦手だけど、楽しけりゃいいという方


「パソコン（ワード）で作る


若狭　靖弘

	（DADA Inc.）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※変更の可能性あり
	記事の書き方や見出しのつけ方など編集の基礎と、レイアウトの基礎を学んだ上で、パソコン上で機関紙を作成する技術を習得します。使用するソフトはワード(Microsoft Word)です。
	USBメモリー、記事にしたいものの写真（USBメモリーに入れてお持ちください）、自組織の機関紙・チラシ、デジタルカメラ（持っている人）
	Wordの初歩的な使用ができる方(少なくとも簡単な文章を打てる程度)

	第6分科会
	「パソコン（ワード）で作る
チラシ」
	久保　靖資
（web構築ディレクター）
	レイアウトの基本や見出しのつけ方など、チラシ・ビラ作りの基礎を学んだ上で、パソコン上でビジュアルなチラシを作成する技術を習得します。使用するソフトはワード(Microsoft Word)です。
	USBメモリー、記事にしたいものの写真（USBメモリーに入れてお持ちください）、自組織の機関紙・チラシ、デジタルカメラ（持っている人）
	Wordの初歩的な使用ができる方(少なくとも簡単な文章を打てる程度)

	第7分科会
	「デジタル写真講座」
	鈴木　邦弘
（写真家）
	カメラの基本的な構造と、「ピント」「露出」「光の把握」「構図」など撮影技術の基礎を学び、応用として「インタビュー撮影」「対談の撮影」「集会等の撮影」など、機関紙に必要な写真撮影のコツを実習のなかで身につけます。
*この講座は撮影の技術を身につけるもので、撮影後のデジタル画像処理などを学習するものではありません。
	デジタルカメラ（撮影した写真を確認できる液晶画面のついているもの）、ストロボ（カメラに内蔵されたものとは別にカメラに取り付けるもの。お持ちでない人は結構です）
	　


